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テキスト第１章　序論と基本的議論　より



• 1989　東欧社会主義体制崩壊

• 1990　湾岸戦争

• 1991　ソ連社会主義体制崩壊

• 1992　ボスニア紛争(-95)

• 1999 　コソボ紛争（NATO空
爆）

• 2001　911同時多発テロ・ア
フガン戦争

• 2002

• 2003　イラク戦争

• 2004

• 2005

• 2006　イラン核開発問題

年表１　冷戦後の世界秩序
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冷戦後の世界秩序ー二つの主要な議論

「アメリカ的価値」
民主主義・人権・市場原理

文明の衝突/

Huntington

歴史の終焉/

Fukuyama

イスラム世界
との衝突 異文明の

包摂

国際協調主義
単独行
動主義
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欧州統合史の課題
I.仏独枢軸（パリ＝ボン枢軸）はいかに形成されたか？

II.イギリスと大陸欧州統合との関係は？

i) ECSC（欧州石炭鉄鋼共同体） 1949-50

ii)ローマ条約（EEC発足）　1957-58

iii)第一次EEC加盟交渉　1962-63

iv)EEC加盟　1973-74



欧州統合史をみる二つの視角

欧州統合の
自立的発展
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